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凡例に示す数値は試験体中央部から端部への距離を

示したτおよび S の算定位置である．供試体長さが

300mm の場合，τ-S 関係が一意的に表現できる結

果となっているものの，その他のケースでは算定位

置によってτ-S 関係は異なる結果となった． 
図-3には，非付着部を設けていない CASE3 と非

付着部を設けた CASE6 のτ-S 関係を示す．非付着

部を設けていない場合，30mmから 120mmの範囲に

おけるτ－S 関係は，ほぼ一つの曲線で表される結

果となっているが，非付着部を設けると，一つの曲

線で表される範囲が 30mm から 140mm と拡大して

いる．つまり，非付着部を設けることで，供試体端

部近傍までのτ－S関係の評価が可能となる． 
図-4には，シリーズⅢのτ-S 関係を示す．付着応

力は水セメント比が大きくなるに従い大きくなって

いる．これはコンクリートの強度が増加したことと，

鉄筋とコンクリートとの界面に及ぼすブリーディン

グの影響が小さくなったことに起因する． 
図-5には，シリーズⅣの両引き供試体のτ－S関

係を示す．すべり量が 0.06mm程度以下の範囲では，

すべり量が大きくなると付着応力も大きくなってい

る．しかし，すべり量がそれ以上となると，付着応

力は減少する傾向となる． 

これまでに著者らは，スラグを利用したコンクリ

ートと鉄筋の付着特性には，コンクリートの圧縮強

度やブリーディングの影響を考慮する必要があるこ

とを示唆 1)してきたが，供試験体条件が変われば鉄

筋の付着特性に及ぼすこれらの影響は異なることが

予想される．そこで本研究では，鉄筋の付着挙動に

及ぼす要因として，供試体寸法，供試体端部におけ

る非付着部の有無，水セメント比およびスラグ置換

率などを考慮し，これらがコンクリート中の鉄筋の

付着特性に及ぼす影響について明らかにする． 

２．実験概要 

本実験は 4つのシリーズで構成されている．表-1

に，各シリーズの条件およびコンクリートの材料特

性を示す．スラグは香川県豊島産業廃棄物などを溶

融処理したものを使用した．本実験におけるコンク

リートのブリーディング率および圧縮強度は，それ

ぞれ 2.3～15.6%および 41.4～61.0N/mm2の範囲であ

る．図-1 には，載荷試験の外観図を示す． 

３．実験結果および考察 

図-2 に，シリーズⅠにおける供試体長さが

100mm および 300mm の場合における付着応力-す
べり関係（以下，τ-S 関係と略記）を示す．τおよ

び S の算定は，山尾ら 2)の方法を踏襲した．なお，

表-1 供試体条件およびコンクリートの材料特性 

(%) (%) (mm) (mm) (mm) (mm) (%) (N/mm
2
)

CASE 1 100 100

CASE 2 200 200

CASE 3 300 300

CASE 4 400 400

CASE 5 300 50 200 2.69 52.3

CASE 6 400 50 300

CASE 7 400 100 200

CASE 8 偏心両引き 100×300 300 50 200 2.83 52.1

CASE 9 60 3.40 41.4

CASE 10 40 2.34 61.0

CASE 11 両引き 100×100

CASE 12 偏心両引き 100×300

CASE 13 両引き 100×100

CASE 14 偏心両引き 100×300

CASE 15 両引き 100×100

CASE 16 偏心両引き 100×300
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図-1 載荷試験の外観図
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図-8 τ/fc’2/3－S 関係 
（シリーズⅣ） 

図-9 τ/fc’2/3－S 関係

（シリーズⅢ） 

図-5 τ－S 関係 
（シリーズⅣ：両引き試験）

図-6 τ－S 関係 
（シリーズⅣ：偏心両引き試験） 
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図-2 τ-S 関係（シリーズⅠ） 

図-3 τ-S 関係（シリーズⅡ） 

0

2

4

6

8

10

0 0.02 0.04 0.06 0.08 0.1 0.12 0.14 0.16

S（mm）

τ
(N

/
m

m
2
)

30mm 60mm 90mm

30mm 60mm 90mm

30mm 60mm 90mm

W/C=60%

W/C=50%

W/C=40%

シリーズⅢ

図-4 τ-S 関係 
（シリーズⅢ） 

図-6 には，シリーズⅣの偏心両引き供試体

のτ－S関係を示す．同図には，壹岐ら 3)の提

案したτ－S 関係の評価式を示す．壹岐らの評

価式による計算結果は，実験結果に比べて付

着応力が大きく，特にスラグ置換率が大きな

場合において，その差が顕著である． 
付着応力とすべりの関係は，τ/fc’2/3－S 関

係によって一意的に表現されると報告 2)され

ている．図-7および図-8に，両引き供試体お

よび偏心両引き供試体のτ/fc’2/3－S 関係を示

す．シリーズⅢにおけるτ/fc’2/3－S 関係は，

概ね同一の曲線で示されている．シリーズⅣ

におけるτ/fc’2/3－S 関係は，スラグ置換率が

0%および 30%の場合では，概ね同一の曲線と

なっているが，スラグ置換率 65%以上では，

上述の結果と大きく異なったものとなってい

る．つまり，スラグ置換率が 65%程度以上で

はτ/fc’2/3－S 関係は成立しない．これは，ブ

リーディングによる付着応力の低下の影響が

考慮されていないためである． 
４．まとめ 

コンクリートと鉄筋の付着特性は，供試体

条件やコンクリートの特性によって大きく

異なることが明らかとなった． 
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